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家庭教育を

中心とした

幼児期の教育

1酬‐‖‐1蟄飩 ‖||||‖|||‖‖
11「くまもと家庭教育 10か条」の認知率

|‰‐

生涯を通 じて

学び、その成果を

適切に生かす

社会全体で

教育に取り組む

工

∫

目標の実現に向けて県として 「重点的に取り組む事項」をまとめました (右ページ参照)。
また、取組みの成果を測るための指標 (成果指標)を 設定しました。

の割合

11放課後子ども教室に関わる地域の協力者の数

1 1.II1 1 1

■全国学力 ・学習状況調査における平均正答率
|■  |, 11 1 1 . : |  | 1 1‐■‐  |‐ ||

|11大学等進学率                 ‐|

Jインターンシップに参加して 「進路について考えるきつ
かけとなつた」と回答した県立高校の生徒の割合 ||11●、1

1児童生徒のlヶ月の読書冊数(1冊以上の害り合)

と、基本的

||||||||1鶉‖|‖‐||IFIIIIIIIII
‐ ‐

埋 雰 窪亀鰈

画af41成田 略 嚇 園・学校

"象

|:■   員の割合

11県立学校の耐震化率

‖県内市町村における家庭教育講座の参加者数

FI生涯学習推進センターにおける学習情報提供のホーム
ページ閲覧数

‖県内の高等教育機関と連携 して実施 している県の取組
みの数                ―

「1伝統文化子ども教室の開催件数

■「くまもと家庭教育10か条」の「わが家の1か条」策定率
■1「いじめられたと感じた」児童生徒の割合

|‐ 111 
‐

| |||

1夜 10時前までに就寝する子ども(3歳児～小学校3年生)世 児童生徒と向き合う時間が不足していると回答した教

「児童生徒の体力 ・運動能力調査の県平均値 (県基準値
■スポーツ実施率                 || に対する偏差値)          ● ■‐_||

―  ‐ ‐     
…

           1岬 ‖ ,

■社会総掛かりにより計画を推進 します。         ■広 く情報を発信 し、県民の声を施策に

■教育委員会 ・知事部局 ・警察本部の連携をより強化 し   生かします。

ます。                       ■政策評価を実施 して、進捗管理を行い

十必要な財政上の措置を講 じます。 ます。



家庭を基盤とし、幼稚園 。保育所などとともに、子どもたちの基本的な生活習慣や態度、身の
回りの出来事などへの興味 。関心、豊かな感性などをはぐくみます。

家庭の教育力の向上
■家庭教育支援、子育て支援 ■基本的な生活習慣の育成

幼稚園 ・保育所における教育 ・保育の充実
1教 員 ・保育士の資質向上、小 。中学校との連携推進 ■遊びや読書活動の推進

学校を中心として、家庭や地域と連携しながら、子どもたちそれぞれの個性を伸ばし、確かな
学力、豊かな人間性、健康 ・体力などの社会人としての基礎的な資質や能力をはぐくみます。

家庭や地域の教育力の向上
■家庭教育支援 ■地域全体で学校を支える体制づくり

確かな学力の定着とキャリア教育の推進
■教育の格差を早い時期に解消するシステムづくり
,徹底指導と能動型学習のめりはりを付けた熊本型授業の推進
1職場体験 ・インターンシップなどの実施

豊かな人間性と健やかな体の育成
1道徳教育 ・我が国やふるさとを愛する態度をはぐくむ教育などの充実
1体 験活動 ・読書活動の推進

1運動する機会を確保することによる体力向上、健康教育の推進

特別支援教育の充実
|一 人一人の教育的ニーズに応じて的確かつ具体的な指導や支援を実施できる環境づくり
■地域で自立した生活を送るために必要な力の育成

良好な教育環境の整備
,いじめのない楽しく学習や生活ができる学校づくり
1教員の資質向上、教員が子どもたちと向き合う時間を確保できる環境づくり
1安 全に学校で学ぶことができる環境づくり

それぞれの人生を豊かなものにするとともに、家庭や地域社会を担う中核的な役割を果たすた
めに自ら進んで学習する人を支援します。

社会の形成者としての資質を身に付けるための教育 ・学習環境づくり
呻教育における家庭の役割と責任の啓発、子育てに関する学習機会の提供 。相談体制づくり
け地域社会の担い手として必要な教育の推進

生涯にわたって自ら学習する環境づくり
鱗学習ニーズに応じた学習機会 ・学習情報の提供
嘲学習成果を生かす機会の充実

国際化や情報化、経済環境の変化などを踏まえ、社会や
地域産業のニーズに対応 した高等教育などの振興に努め

ます。 ●
鰈
儀畠な機籠お繕爵

携、高等教育

郷土 「くまもと」の文化や先人の業績に触れ、考え、体験
する機会を通して、県民が、ふるさとに誇りを持ち、ふる
さとの文化をはぐくみ、次世代に伝えていく環境を整えます。

颯伝統文化活動の学習 ・伝承活動
の支援、永青文庫や鞠智城、青
井阿蘇神社をはじめとする文化
遺産の県民の学習への活用

スポーツに親しむ環境づくりを通して、生涯スポーツの

 ●
鶉地域におけるスポーツ活動の充実

充実を図ります。



生涯学習社会の形成

生涯学習の機会の提供 生涯学習の成果を生かす機会の充実 生涯学警の理念に配慮した施策の実施

すべての県民が、いつでも、どこでも、それぞれの学習二
成果を生かす機会が整っている社会の形成を目指します。

―ズに応 じて学習することができ、学習 した

生涯学習社会の実現に向けた具体的な取組み
I 織会全体∽教育ヵの向上

子どもたちが心身ともに健やかに成長できるよう、家庭や地域の教育力の向上を図ります。

家庭の教育力の向上 地域の教育力の向上 個人の要望や社会の要請に応える教育の推進

恵 予どもたちの 「生きる力J撤 :まぐくな教育の充実
子どもたちが、将来、社会で生きていくために必要となる 「確かな学力」、「豊かな人間性」、「健康・体力」
を身に付けることができるよう、学校教育の充実を図ります。

1        幼児期における教育の充実 児童生徒の学力向上 豊かな心をはぐくむ教育の充実
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1     場童生徒の健康づくり,体力づくり 特別支援教育の推進 社会の変化に対応した教育の推進

1県立高校の再編絣 麟 翻 野犠  躍霧算磐躍稚  り
私立学校の振興|
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Ⅳ 高等教育の振興など

高等教育の振興 科学技術の振興

国 良好な学校環境の整備

学校で、子どもたちが満足のいく教育を受けることができるよう、良好な学校環境の整備を図ります。

県内の大学や研究機関などの有する資産を地域の発展に生かし、高等教育の振興を図ります。

く驚もと文化の自J造と総撃

文化活動の充実や、永青文庫や鞠智城、青井阿蘇神社をはじめとする文化遺産を活用 した学習の場の提
供などにより、県民の文化意識の高揚を図ります。

くまoこの文化輝産の保存と活用

Ⅷ スポーツに観しな櫃境つくり

日頃からスポーッに親 しむ環境を整えることで、県民の健康で豊かな生活の実現を図ります。

燿F■楽レIⅢ‐9スポ■ツ振興1競技スポ■ツの振興|―スポ■シ施設め発羮



「くまもと『夢への難け耗』教育プラン」0&●
銀)計画の特長は?

今回の計画は、教育委員会、知事部局、警察本部が連携 ・協力して、策定し、推進に当たるとい

う点が、大きな特長です。

また、教育基本法のもと、基本理念を「未来を拓く『くまもとの人』づくり」とし、その実現に向け、「家
庭教育を中心とした幼児期の教育」、「生涯を通じて学び、その成果を適切に生かすことのできる生涯
学習社会の形成」、「社会全体で教育に取り組む仕組みづくり」の3つの柱で取り組むこととしています。

CD「 未来を拓く 「くまもとのA」 づくり」という基ラト理念を設定した理由は?

教育は 「人づくり」であるということを踏まえ、個人と社会の未来を切 り開くことができる人を
はぐくむことが教育の目指すところであると考えて設定しました。      ・

《)「家庭教育」を重視することとした理由は?

教育基本法第 10条 では、すべての教育の出発点である家庭教育の重要性にかんがみ、保護者が
子どもの教育について第一義的な責任を有すること、国や地方公共団体が家庭教育支援に努めるベ

きことを規定していること、また、家庭において基本的な生活習慣や態度をはぐくむことで、学校
教育をより効果的に行うことができることから、「家庭教育」を重視する方向を示しています。

もちろん、家庭だけでなく、学校t家 庭、地域が、それぞれの役割を果たし、互いに連携 。協力
して取 り組むことが必要です。  ・

0 「生涯学習社会」の実現が必要な理由は?

「生涯学習社会」とは、一人一人が、自己の人格を磨き、豊かな人生を送ることができるよう、
その生涯にわたって、あらゆる機会に、あらゆる場所において学習し、その成果を適切に生かすこ
とができる社会のことで、教育基本法第3条では、その実現を図ることが求められています。
「生涯学習社会」の実現は、県民が、それぞれの夢を実現することや、本県の発展に欠かせない

ものと考えています。

饉D学 校教育で特に力を入れて取 り組んでいくことは?

|夕∫
`1)蕎

名麒宝‰吻鉤
兆敲lll麓°鵞経た響こξ」,i輌劃

よ
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こ取り組む 「能動型学習」をめりはりを付けて実施したり、読書活動や体験活動

』 |   の充実、指導に当たる教員の資質の向上などに取り組んでいきます。


